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1. 図１で、I1 = 1[A], I2=2[A], r = 5 [cm], l = 1[m]  であったとき、力の大きさはいく

らか 

 
 
 
 
 
 
 
 
2.  磁束密度の大きさをイメージしてみる。電線に流れる電流I1 = 5[A]であったと

き、 r = 2 [cm]の距離において発生する磁束密度の大きさはどの程度か？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
3．図2のようなz1とz2間の有限長の電流が，電流からrだけ離れた位置Pに作る磁束

密度の大きさBをビオ-サバールの法則によって計算する。 
(i) 位置zにある電流素片I∆zが点Pに作る磁束密度の大きさ

∆Bを求めよ。図中のθを用いてもよい。 
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 (ii) Bをθ1，θ2を用いてあらわせ。(ヒント： θ
θθ

d
sin

rdz
tan

rz 2=
−

= 　　、　 ) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

P

B

I

o r

z2

z1

θ1

θ2

z

x

I･dz θ

P

B

I

o r

z2

z1

θ1

θ2

z

x

I･dz θ



(iii) 上記のBをz1，z2を用いてあらわせ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(iv) 電流が無限長となった場合のBをあらわせ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2. 2辺の長さが2a, 2bの長方形の導線回路に電流Iが流れている時、中心における磁

束密度の強さを求めよ。 

 
 


